
   

 

調布なないろ保育園 

   

                  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

         1歳になります    ２名 

５歳になります     ２名       

６歳になります    ３名  

 

 

    

     

 

 

＜５月＞ 

11日（月）SV観察 

1２日（火）お茶指導（5 歳児） 

14日（木）誕生会 /  

18日（月）健康診断（0・1・2歳児） 

22日（金）春の遠足（３歳児） 

/よさこい・太鼓指導（４・５歳児） 

27日（水）おはなしかめさん（素話の会）（４・５歳児） 

28日（木）わくわく♪異年齢児交流（幼児） / おつカフェ 

29日（金）よさこい・太鼓指導（４・５歳児） 

 

＜６月＞                   

1日（月）ＳＶ観察 

9日（火）お茶指導（５歳児） 

12日（金）２６日（金）よさこい・太鼓指導（４・５歳児） 

16日（火）煙体験（主に４・５歳児） 

18日（木）誕生会 / 健康診断（０歳児） 

19日（金）ちょうふの里交流（５歳児） 

23日（火）歯科健診（全クラス０歳児～）９：００～            

24日（水）わくわく♪異年齢児交流（幼児） / おつカフェ 

                         

行事予定

クラス懇談会 16時～17時 

場所：２階 あんず組 

 5月 1３日（水） さくら組 

 5月 1４日（木） ひまわり組 

 5月１９日（火） ちゅーりっぷ組 

 5月 2０日（水） たんぽぽ組 

 5月 2１日（木） すみれ組 

 

 

★なないろ保育園では「どうぞのくつ」と「福服縁結び」を行っています。 

「どうぞのくつ」は玄関に、「福服縁結び」は事務室前の廊下にカゴが設置してありますのでぜひご利用くだ

さい。靴や服は常時募集しておりますので、ご協力お願いします。 

※詳しくは資料室に詳細を添付しておりますので、ご確認ください。 

 

お知らせ 

  

な な い ろ だ よ り

 

   

調布なないろ保育園５月園だより 
令和８年５月１日（金） 

調布なないろ保育園 

園長 髙橋真登香 

 

 晴れた日の太陽の眩しさに、一気に季節が変わったことを感じている今日この頃…。縁庭の桜の木はすっか

りと緑色の葉桜に、砂場の上のブドウ棚には、小さなブドウの赤ちゃんがちらほら見られるようになりました。

日毎に日照時間が伸びて、朝早くから、夕方までこども達の元気に走り回る姿を見ながら、目を細めています。 

 先月中旬、複数の地方で大きな地震が相次いだことがありました。津波警報が発令された日もあり、ニュー

スで見聞きするたび、現地の方の心情はいかばかりか…と感じていました。今回は東京から離れた地域での地

震でしたが、いつどこでも起こりうること…。そうした災害などの急時に備え、保育園では日頃から防災に関

する備えをしています。備蓄や発電機などの物の確保と併せ、保護者の方との連絡の取り方の周知、BCP 訓

練、そして、こども達の安全を守るため、おとなが非常時でも的確に行動できるように、毎月避難訓練を実施

しています。先月は、ちょうど東北の太平洋側を中心に地震が起こった後に、避難訓練がありました。今年度

最初の避難訓練という事で、職員間では内容を告知（年度後半の訓練は、抜き打ちで行います）し、始まりの

時間も伝わっていたため、開始の時間が近くなるにつれ、何となく室内の片付けを始めたり、時計を見る回数

が増えたり…そんなことは露知らず、ほとんどの子が縁庭に出て行ったあとでも、いつも通りにすみれ組の部

屋の中で遊び続けるお友達（２歳児）がひとり…。一緒にいたのは主任でした。なかなか気持ちが切り替わら

ないので、主任が「これから避難訓練があってね、もう少ししたらベルが鳴るから、そうしたらお外に行くか

らね。」と声を掛けました。すると、それまで全く外に出たがらなかったその子は、「え？避難訓練？じゃ、片

付けしなくっちゃ！」と急にお片付けモードに…。小さいながらにも、これまで避難訓練を経験してきて、こ

の先のことを見通して行動したことに驚きです。一方その頃、私は…というと、事務室で園内各所のモニター

でみんなの様子を見ていました。予定時間になったので地震の想定で園内放送を開始。主任とその子の姿もカ

メラで追って見ていたのですが、放送と同時にその子は主任めがけて一気にダッシュ！2人だけで頭を守るポ

ーズになって、揺れが収まるのを待っています。ここまでは、その子も想定内だったのかもしれません。この

後なんと給食室から「火事だー！」の声が。これにはびっくり！非常ベルも作動し、大急ぎで縁庭に向かい、

ここでようやく他のみんなに合流することとなりました。 

この日はちょうど 4・5歳児が散歩に出ており、縁庭には 0～3歳児の子達が集まりました。避難訓練では、

毎回終了前に災害時の避難の時の心得として、「お・か・し・も・ち」の約束を子どもたちに伝えています。ク

イズ形式にしてこども達に答えてもらいます。いつもだと、4・5 歳児の中には答えがわかる子が多くいるの

で、すぐに答えが出てきますが、今回は不在…。「おかしもちの『お』はなーんだ？」「おかしをかいにいく！」

「おんぶするー！」 。「じゃ、『も』はなーんだ？」「もぐらー！」…何やら大喜利大会のようになってしま

しましたが、今回は小さい子達だけに話したことで、真剣に話を聞いている子が何人もいて、終わってから、

廊下でたまたま私と顔を合わせたある子は、「火事があったんだよね！『おさない』！だね！」と言って、午睡

室へ向かっていきました。急時への備えとして、毎月のことですが、訓練の大切さを実感し、こども達の笑顔

を守るために、今後も丁寧にこども達へ伝えて行こうと改めて思いました。 

      

「備えておくこと」 


